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基準１　教育理念・目的・目標と職業教育のマネジメント

　小項目1‐1　教育理念、目的及び目標の設定等

1-1-1
教育理念等を踏まえ、当該専門
学校として、目的及び目標を設
定し、学科ごとに育成する人材
像を明確にしていること。

3

学校理念はホームページにアップし、公表している
また、設置している学科ごとの目的、目標は教育指導要領、学生便覧に記
載され、講師会議や学生のオリエンテーションにて読み合わせを行うことで
周知できている

教職員の理念浸透については、学校ホームページ、教育指導要領のみならず、
社外秘資料を用いた研修を実施している

　小項目1‐2　職業教育のマネジメント体制の整備

1-2-1
職業教育を推進（教育の企画・
設計・運用、検証及び改善・向上
等）するために必要なマネジメン
ト体制を整備し、有効に機能して
いること。

2

学内組織に加え外部委員を含む委員会を設置し、職業教育の企画・運用・
検証を行う体制を整備している。PDCAに基づくマネジメントは概ね有効に機
能しているが、多様化する学生への対応には課題があり、今後は幅広い意
見の反映や個別支援の充実が求められる

外部委員が参画する委員会を活用し、多様な視点を教育内容に取り入れている
点が本校の特色である。学科特性に応じた年間計画やPDCAの実施により職業
教育の質向上を図っている。また、学生の多様化に対応するため、オンライン
ツールを用いた個別支援にも取り組んでいる

基準２　教育課程、教育の実施、学修成果

　小項目2‐1　教育課程の編成と授業科目

2-1-1
学校の目的・目標及び育成人材
像を実現するための教育課程編
成・実施方針を定め、方針に基
づき、必要な授業科目を体系的・
段階的に配置した教育課程を編
成していること。

2

卒業認定方針を踏まえ、学校の目的・目標及び育成人材像を実現するため
の教育課程編成を行っているが、実施方針の策定や教育目標から逆算した
学年到達目標に対する実施方策に課題がある
さらに、一部の学生が最終学年において国家試験合格に必要な力を十分に
蓄積できておらず、結果として最後の追い上げに大きな負担が生じているこ
とも課題となっている

即戦力ある人材育成を図るため、教育課程編成委員会において現場有識者の
意見を取り入れ、カリキュラムに反映している。一方で、一部学生では低学年から
の学習蓄積が不十分で、最終学年に国家試験対策が集中する傾向がある。臨
地実習の負担や学習習慣の差、多様な学生背景が影響しており、早期対策や学
習支援体制の更なる強化が求められている

2-1-2
教育課程編成のために、教職員
及び企業等の役職員その他の
委員により組織する教育課程編
成委員会等を設置し、年２回以
上開催していること。
【職業実践専門課程】

2

歯科衛生教育の充実を図るため、産業界等の有識者を委員として招聘し、
年間2回の教育課程編成委員会を継続的に開催している
委員から得られる実務的かつ教育的示唆は科目シラバスへ反映され、教育
内容の妥当性向上に寄与している。一方で、委員会で得た意見の経時的効
果や教育成果の測定については十分に深掘りできておらず、改善の余地が
残る
今後は議題の重点化や評価指標の設定を進め、教育改善の実効性を高め
る必要がある

委員会の意見が特定の視点に偏らないよう、委員の固定化を避け、定期的な入
れ替えを行う仕組みを導入している点が特徴である
また、委員会で得られた意見を単なる参考情報にとどめず、シラバスやカリキュラ
ムに具体的に反映する運用を目指している

2-1-3
外国人留学生に対して、日本国
内に就職する際に必要となる日
本社会の理解の促進に資する授
業科目を10単位以上開設してい
ること。
【外国人留学生キャリア形成促
進プログラム】

2

外国人留学生に対して、日本国内に就職する際に必要となる日本社会の理
解の促進に資する授業科目を300時間以上開設していないが、別用件で満
たしている
該当する科目を含む授業科目において、国籍を問わず学生が参加をしてい
る
このため文部科学省が規定する要件は十分クリアしているが、留学生ごと
の理解度に差が生じていることが課題である

留学生が受講する授業は日本人学生との混成クラスとして編成しており、日常的
な歯科専門職教育を通じて、日本における職業観を身につけられるようにしてい
る
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3

＜森委員＞
卒業認定認定方針を明確にして、教育課程編成委員会や産
業界の動き・教員の指導報告を参考にしながら、系統性・段
階背に配慮した授業科目を配置する努力があります。
また歯科衛生士教育・歯科技工士教育において、即戦力を」
養うために現場有識者の意見を取り入れたカリキュラムを授
業に取り込んでいることは大いに期待が持てます。
また外国人留学生に対する支援では、歯科衛生士・歯科技
工士でも将来の日本国内の就職を意識した、日本語授業も
１０単位以上開設するなど素晴らしい実践があります。

＜河野委員＞
シラバスもしっかり作成されていると思います。

3

3

＜森委員＞
学校の建学の理念は（実学教育・人間教育・国際教育）であ
り学校法人滋慶学園グループの全てに共通している精神で
もあります。
同時に職業人教育で社会に出た場合には、即戦力として活
躍できる人材の育成にあたっています。

＜永井委員＞
全体的にとても良いと思います。

＜森委員＞
職業教育を実践するための学内組織の整備、外部委員会
（学校関係評価委員会・教育課程編成委員会）等の意見を
参考として、運営会議で各学科の企画・設計・運用・検証し
PDCAを行うマネージメント体制を整備していることは評価で
きることです。

＜河野委員＞
様々な意見が毎回でて、とても有意義な委員会だと思いま
す。



　小項目2‐2　教育課程の実施

2-2-1
授業科目内容に応じ、講義、演
習、実験、実習又は実技等、適
切な授業形態で教育が実施さ
れ、かつ、適切な教材が用いら
れるとともに、学校が定めた基準
に基づき成績評価を行っている
こと。

2

施設要件は概ね整備されているものの、最新歯科医療機器の台数が学生
数に対して十分ではなく、実習で活用できない場面が生じている
実習では計画通りの到達が困難な学生の履修指導や学習相談にも取り組
んでいるが、学生数の多さから十分な個別支援が行き届かない点が課題で
ある
評価の基準を設定しており、評価方法については授業の特性に合わせて成
績評価を行っている

最新機器の導入を継続し、メーカーとの連携強化や利用体制の改善により、学生
一人ひとりの学習機会確保を図っている
また、到達度が不足する学生には補習等で支援を行い、学習機会の保障に努め
ている
さらに、オンラインツールの活用により自立的に学べる学生を増やすことで、個別
支援が必要な学生への対応を強化していく
学生便覧・シラバスに成績評価に関する記載をし、学生に明示している

2-2-2
企業等と連携した、実習、実技、
実験又は演習等（以下「実習・演
習等」という）の授業を行ってい
ること。また、教育目標の達成に
必要な企業等と連携した実習・
演習等の単位時間または単位
数の総授業時数に占める割合を
具体的に設定していること。
【職業実践専門課程】

2

実務家教員を配置し、実習・演習科目を中心に現場に即した実践的教育を
実施している
企業連携によるフィードバック体制や教務部との共同評価により、教育内容
の質保証が図られている
一方で、実習先の偏りや企業特性を十分に反映できていない課題があるた
め、ローテーション制導入や実習先拡大を進め、臨床に即した学びの深化を
図る

本校の特色は、専門実務経験を有する実務家教員と業界講師による即戦力育
成の教育体制にある
業界講師と連携した授業設計や年1回の講師会議を通じ、最新の業界動向を反
映した教育改善を行っている

　小項目2‐3　単位・卒業認定

2-3-1
学校の目的・目標及び育成する
人材像を実現するために必要な
卒業認定方針（資格・免許等を
含む修得させる職業能力を含
む）を学科・コースごとに定め、当
該方針に基づき卒業を認定して
いること。

2

学則に卒業要件を明確に規定し、施行細則により運用方法を周知している。
実際の卒業認定は科目特性に応じた方法で実施し、卒業認定方針に基づく
基準と方法により適切に判定している
一方で、臨床現場で求められる職業能力、特に社会人基礎力の育成には課
題が残る

指定規則に基づき厳格に卒業認定を行っており、制度面の整備と運用の透明性
が確保されている点に特色がある
また、教育内容を科目特性に応じて柔軟に運用していることも特徴である
一方で、臨床に即した社会人基礎力の育成強化が求められる状況にあり、知識・
技能・態度に基づく職業能力の明確化を進めることで、教育の質向上と実践力向
上を図る取り組みが必要である

　小項目2‐4　学修成果目標の達成状況

2-4-1
卒業認定方針に明示した学科・
コースごとの職業能力（資格・免
許等の取得、必要な知識や技
術、技能、職務遂行能力の修得
など含む。）の学生の修得状況
を把握し、評価していること。

2

学科・コースごとに職業能力の修得についての目標を定め、学生の達成状
況を把握し評価しているが、学生の達成状況にばらつきがあることが課題で
ある

定点観測として成績評価の他、修学意欲が学業成績に及ぼす影響は大きいの
で、出席率などに関しても重視している

2-4-2
学生の進路に関する目標を定
め、その目標を達成しているこ
と。

2

就職担当の職員が一人ひとりの進路希望を把握し、目標管理をしている
卒業後も学内求人の閲覧や、学校との連絡ツールを整備し、転職などの相
談・指導を行っている
再就職支援のための資源は整っているが、再就職を求める卒業生全員が
支援を求めているのかは不明である

学生の個人面談なとを通じて、学生個々の希望を聞き取り、就職支援を実施して
いる
卒業生に対する就業状況確認のための定期的なあんけー調査は実施していな
い

基準３　学生の受入れ、学生支援

　小項目3‐1　学生募集及び入学者の選抜、収容定員の管理

3-1-1
入学者の受入方針、入学選考基
準、方法を定め、入学希望者に
明示し、入学者の選考を公正に
行い、合否を決定していること。

3

入試の方法、入学要件は学則に定めている
また、具体的な入試の方法については募集要項に記載をしており、本校
ホームページにも記載をしている
入試の際は評価表を用いて一定の水準で入学希望を評価できるようにして
いる

入学予定者からの質問を積極的に受け付けることができており、オープンキャン
パスの参加を促すことができるので、実際に来校して理解していただいている

3-1-2
学生の受入れは、入学定員に基
づき適正に行っていること。

2

入学生数において定員を遵守するつもりで運営をしているが、入学辞退や
在校生で留年や復学を予定する学生数の見込み違いで、定員を超過した入
学生を迎え入れている

学生動向の予測が難しいという特殊事情に起因するものであり、今後はデータ分
析の精度向上や在校生状況の把握強化を進め、より適切で安定した定員管理体
制の構築を図ることが課題となっている。

3

＜森委員＞
授業科目については教育課程編成委員会の意見・産業界の
動きを見極めながら、適切な授業形態・方法・教材の選定ま
でも考慮した運営がなされています。
シラバスの作成で授業内容と計画性が改ざんされ、さらにコ
マシラバスの活用で柔軟であり、指導に工夫が施されて学
習効果に一層の向上の効果が期待されます。

＜河野委員＞
常に最先端なものを追求していくご尽力は素晴らしいです。
※臨床研修施設において、会員、非会員の診療所がある
が、その違いを説明してほしい。（優遇するという意味ではな
く）

＜福川委員＞
デジタルデヴァイスを用いた授業スタイルが故に、授業中に
スマホで漫画やドラマを観ている学生もいるので対策が必要
だと思います。

3

＜森委員＞
卒業認定方針に明示された学科・コースごとの産業能力の
取得状況を常に把握して、学生個々の希望や目標を面談で
聞き取り、授業とコミュニケーションを重視している事は高く
評価できます。
その成果の表れが、国家試験の合格率も出ていると思いま
す。
歯科技工士は９２，１％・歯科衛生士は９６，６％の合格率は
誇るべきものだと思います。
同時に求人の倍率も、歯科技工士で１２，１８倍・歯科衛生士
が１９，９倍の求人数は学生にも保護者にも安心感を与える
実績です。

＜河野委員＞
学生に対するケアが素晴らしい。

3

＜森委員＞
歯科技工士・歯科技工士とも卒業認定に関して、学生便覧・
学則及びホームページで公開して公開している認定基準に
基づいて、公平に運用されています。

3

＜森委員＞
学生の入学要件や入試の方法は募集要項に明記するととも
に、ホームページで公開して記載していますから受験生・保
護者・高校側の信頼があります。
またオープンキャンパスで積極的な呼びかけがあり、大学・
短期大学・専門学校で募集定員に満たない学校が多い中
で、募集定員を2校とも上回る結果を出していることは大きな
評価です。



　小項目3‐2　多様な学生に対する修学支援

3-2-1
適切な体制を構築し、障がいの
ある学生、海外からの留学生、
社会人経験者など、多様な学生
の修学に関する支援を行ってい
ること。

2

留学生や社会人経験者、公的制度を利用する学生など多様な学生に対して
配慮・支援を行っている
また、必要に応じて合理的配慮を提供できる体制づくりも進んでいる

学生への合理的配慮を適切に実施するため、学園グループ内の第三者機関と連
携して検討・判断を行える体制を整えている点に特色がある。専門的視点を取り
入れることで、公平性と妥当性を確保した支援方針の策定が可能となっており、
個々の学生の状況に応じた対応を行う基盤が構築されている

3-2-2
特に海外からの留学生について
適正な在籍管理、進路(就職)指
導を行うとともに、日本人学生と
の交流の機会が確保されている
こと。
【外国人留学生キャリア形成促
進プログラム】

2

就職希望者の留学生は全員就職を叶えている 留学生のキャリア形成についてはキャリアセンターが中心となって業界の理解を
もとめ希望者全員就職を叶えている

3ｰ2ｰ3
学生の経済的側面に対する支援
体制を整備し、適切に周知、運
用していること。

2

学費担当(学生サービスセンター)の職員が経済的側面に対する相談や情報
提供を行っている
日本学生支援機構にて留学生に対し、奨学金を適用できるようになっている
が、対象が一部の学生となっているため、その恩恵が行きわたっていない

公的な奨学金、修学支援制度の活用の他、学内にて独自の奨学制度を用意して
いる

　小項目3‐3　学生生活に関する支援

3-3-1
カウンセラーの配置、相談室の
設置など、学生の相談に対応す
るための環境整備を行い、適切
に運営していること。

2

学生相談室の整備を行っているが、相談室を活用する学生は一定数いる
が、利用対象者が固定化する傾向にある
新規相談者が気兼ねなく利用できる状況を作りたい

週2日、学園グループからカウンセラーが派遣され、学生相談室の整備を行って
いる

3‐3‐2
留年者、退学希望者など学習の
継続に困難な問題を抱える学生
に対し適切な対応を行っている
こと。

2

進路変更を希望する学生の要因は様々あり、学習・クラス環境に関する事
柄については、教務部が、就職に関しては、キャリアセンターが、学費・奨学
金については学生サービスセンターが、それぞれ個別に対応している

デジタルツールなどを活用し、非接触型の支援を行うことで早期対応ができてい
る

3-3-3
学校保健安全法に基づく学校保
健計画を策定し、学生の心身の
健康管理体制を整備し、適切に
運用していること。

2

4月に全学生対象とした健康診断を行っている
学生については、高い受診率ではあるが、4月の健康診断において未受診
者がいる結果となっている
2次検診対象者の管理と全員受診が課題である

関連の医院からスタッフを派遣してもらい校内で健康診断を実施している
また、2次検診においても関連医院での受診が可能となっている

3‐3‐4
学生のキャリア支援、就職支援
に対する支援体制を整備し、適
切に周知、運用していること。

2

教務とキャリアセンターが定期的に情報共有を行っている
多様化する学生に合わせた支援体制を整えている

多様な年齢層の学生が在籍しているため、それぞれ効果的な時期に合わせた就
職支援を行っている

＜森委員＞
両校とも適切な学生支援・修学支援がなされています。
ただ障害のある入学希望者に対する入試・入学を許可した
場合の授業や校内整備・人材の配置は合理的配慮であって
も、国公立で公の資金で運用できる学校と、自前の資金で対
応を迫られる私学とでは、まるで別物の行理的配慮が必要
なことを、全教職員に徹底させるべきだと思います。
また外国人留学生の場合、授業そのものや技術・ある程度
のコミュニケーションは心配はないものと思います。しかし宗
教を含む生活習慣・時間の管理や価値観の違いは配慮が
必要で、時には外国語が堪能なカウンセラーを配置する計
画も大切です。

＜河野委員＞
キャリアセンターのご尽力に敬意を表します。

＜永井委員＞
時代を鑑み外国人は積極的にジェンダー等は慎重にお願い
致します。

3

＜森委員＞
学生生活の支援については二点だけ改善の必要性がありま
す。一つは身体の健康管理の面です。健康の管理・診断・定
期的な健康診断は学校法人滋慶学園グループの慶生会クリ
ニックの協力で確実な管理がされていますが大田区と江戸
川区では、即応体制に無理が出ますので近場の校医選定は
いかがでしょうか？
もう一つはやはり専従のカウンセラーが配置されていないこ
とです。病気や怪我と違って即応する事態は少ないと思いま
すが、学生の退学やトラブル・教職員の悩みやトラブルは
年々増加していると思います。油断が長期欠席・成績不良・
退学・トラブルや問題行動となり、また教職員の悩みトラブル
にも発展する可能性がありますから専任のカウンセラーを配
置していただきたいと思います。
学生の就職支援・キャリア支援は教務部・学生サービスセン
ターが丁寧な支援をしています。またデジタルツール・アン
ケートの試みは対面では難しいと感じる事柄も、互いに理解
しあえる体制だと評価します。

＜河野委員＞
ご苦労様です。

3



　小項目3‐4　学生の自主的な学習等の促進に対する支援

3-4-1
学生の学力や学習状況を把握
し、入学前教育や補習授業を行
うなど学習支援に取組んでいる
こと。学生の円滑な学習に向け、
シラバスの活用による学習成果
の向上や自主的な学習に関する
適切な支援を行っていること。

2

学習相談に対する体制は整っている
自主学習については学習の指針提示を行い学習の方向づけを行っている
成績評価に応じた学習支援も実施している
在校生が多いため、全学生に対する支援に課題がある

オンラインツール活用し、リアルタイム以外での対応を行っている
留年・休学については、翌年度の進退含め定期的に連絡および面談を行ってい
る

3-4-2
正規の授業時間以外に行われ
る、課外活動など学生の自主的
な活動を充実させるため、適切
に支援していること。

1

部活動の実績はない
歯科医師会が主催するイベントなどに参画しているが、学校の独自性が活
かせるボランティアが少ない

地域の歯科医師会(大田区歯科医師会・蒲田歯科医師会)のイベントに参加して
いる

基準４　教員・教育実施組織

　小項目4-1　教員の配置、募集、採用

4-1-1
教育課程を実施するのに必要
な、資格・要件を備えた教員につ
いて、採用基準等を整備し、適
正に運用していること。

1

歯科衛生士学校養成所指定規則に則った教員を配置しており、職業実践専
門課程についても準拠する教員が多い
業界で活躍している人材の数に余裕がないため教育分野に参入しようと考
える人材が少ない
特に若い教員の確保が課題である

非常勤講師を採用するなど授業の質を担保している
また、卒業生を中心に専任教員の募集について周知している

　小項目4-2　教員の組織編制等

4-2-1
学校の目的に応じた教育を実施
するために、適切な業務分担、
責任体制のもとで分野の区分ご
とに、教員の組織体制を整備し
ていること。

2

各学科学科長を設定し、専任職員を業務分担・運営を行っている
また入学事務、学費、就職相談の組織を整備している
部署を横断する業務に際し、責任の所在が不明瞭になることがある

教職員組織等の円滑な運営と改善向上に向けた研修を月1回行っている

　小項目4-3　教員の資質の向上

4-3-1
学校の授業の内容及び方法の
改善を図るためのFD(Faculty
Development)など組織的な取組
や教員の研究活動、自己啓発等
への支援を行っていること。

2

学内で定期的に教務研修を行い教員の質向上に努めている キャリアに応じた研修を学園グループで行い、ファカルディ・ディブロットメントに取
組んでいる

4-3-2
教員の専攻分野における実務に
関する知識・技術、技能を修得・
向上するための研修を企業等と
連携して、組織的に行っているこ
と。
【職業実践専門課程】

2

企業等と連携した研修を組織的に行っている
専門分野の研修が比較的多く、教員の学びの機会が得やすい

業界団体が主催する研修や学術大会に専任教員が参加している

4-3-3
教員の授業及び指導力等を修
得・向上するための研修を企業
等と連携して、組織的に行ってい
ること。
【職業実践専門課程】

2

指導力向上に関する企業に講師を依頼し研修を実施している 職階に応じて指導力の研修が受講できるので、無理なく教員としての能力を蓄積
することができている

2

＜森委員＞
歯科技工士・歯科技工士とも卒業認定や国家試験対策の授
業の関係で自主的な活動・部活での活動がほとんどない状
況があります。教室では学べない・また一生の交流の原点に
なる可能性のある活動の時間を短時間で提案する試みをお
願いします。
歯科医師会のイベント参加やオンラインツールの活用は、学
生にとって清涼剤になっていると思います。

＜河野委員＞
歯科医師会の様々なイベントに是非、学生さんもご参加でき
るよういろいろ考えて行きます。

＜永井委員＞
学生会みたいなことを自主的に組織してもらい学校がバック
アップするような形はいかがでしょうか。

3

＜森委員＞
教育課程を実施するために必要な資格・経験や要件を満た
している教員を採用しています。また在職している経験豊富
な教員に加え、実力のある非常勤講師が多いのも特徴で
す。

＜河野委員＞
素晴らしいです。

3

＜森委員＞
学校の運営目的を達成するために、学科長の設定・専任職
員の業務分担を行い部署ごとに職務分掌を明確にし責任の
所在もはっきりさせた体制が出来上がっています。

＜河野委員＞
素晴らしいです。

3

＜森委員＞
学内で定期的な研修計画を作成して、質の向上のための取
り組みを実施しています。職業実践専門学校らしく産学連携
した企業との取り組み、キャリアに応じたファカルディ・ディブ
ロットメントにも取り組んでいる姿は評価できます。

＜河野委員＞
素晴らしいです。



基準５　教育環境

　小項目5-1　教育環境の整備点検、改善等

5-1-1
専修学校設置基準及び関連法
令に基づき、教育上の必要性に
対応できる施設・設備、機械器
具等を備えていること。（補修、
更新含む）

2

法定指定科目に必要な機器を整備し、教育の基盤を確保している。また、最
新の歯科医療機器を導入し教育内容の高度化を図っている
校舎移転から10年が経過し、減価償却を迎えた機材や什器の更新も進め、
学習環境の維持に努めている
一方で、最新機器の進歩に伴う学生数への対応や更新費用の増大が課題
である
これらに対し、中期的な設備投資計画を策定し、計画的な更新と教育効果
の向上を両立させる体制づくりが求められる

最新の歯科医療機器を積極的に導入し、現場に即した実践的教育を提供してい
る点が大きな特色である
メーカーとの連携や教育内容との整合を図りながら設備更新を進め、学生が最
新技術に触れられる環境を整備している
中期的な設備投資計画の策定と運用を重視している

　小項目5-2　安全対策、防災組織

5-2-1
学校保健安全法に基づく学校安
全計画を策定し、学校における
安全対策を適切に行っているこ
と。

2

危機管理マニュアルを整備している
防火管理責任者を選任し、有事の際に備えている
年1回、学生に対し避難訓練、防災教育を実施している
また、職員の火災対応用消火器訓練を実施している
学校安全計画はひな形が完成しているが実運用レベルに至っていない

現状は危機管理マニュアルでの運用を行っているが、安全計画の策定と実施を
早急に実施したいと考えている
特に防災教育に関しては安全計画に指定医されている年間2回以上の実施を履
行できるようにしたい

基準６　教育活動の基盤と情報の公表

　小項目6-1　中期事業計画と財務基盤

6-1-1
当該専修学校の中期事業計画
又は設置法人の中期事業計画
に、教育目的、教育目標の実現
に向けた具体的な内容が位置付
けられていること。

3

学校の事業計画において、定量的かつ定性的な目標に関して、5か年を区
切りとして中期計画として策定している

毎年、計画の遂行状況の振り返りを行っている
組織上の役割も毎年見直しを行っており、計画の遂行の実効性を確認している

6-1-2
当該専修学校の教育活動を安
定して遂行するために必要かつ
十分な財務基盤を確立している
こと。
【修学支援新制度機関要件の確
認】
【外国人留学生キャリア形成促
進プログラム】

3

修学支援新制度についても財政的な部分での不適はない
学校の運営については5か年の目標を中心に財務計画を立てている
入学生の変化など収入の変化に影響を受けない基盤運営と収入に応じた
設備投資運営に分けて運営をしている
情報公開資料として学園の財務状況を公表している

法人財務についても、学園本部が中心として、今後の設備投資を中心に学校財
政のリスクヘッジにも対応できるようにしている

　小項目6-2　学校運営

6-2-1
学校運営の組織体制を整備し、
適切な運営が行われているこ
と。

2

広報、学費、就職、校務の部署として事務組織体制を整備している
業務分担、責任体制が明確になっている
学則に規定している通り、卒業・進級などの重要な学事の執行は校長の意
思決定により行われている

組織文化として、所属部署に固執した業務遂行ではなくサッカー型組織として柔
軟な業務遂行を実施している

6-2-2
学校運営に必要な知識・技能等
を身に着け、意欲及び資質を向
上させるためにSD（Staff
Development）活動などの取組が
行われていること。

3

教職員に対して、事業計画の読み合わせや学内外の研修を実施している キャリアに応じた研修を学園グループで行っている

＜森委員＞
デジタル技術の進歩を踏まえデジタル授業の実施や、最新
の歯科医療機器を積極的に導入して、現場にて即戦力とな
る実践的な授業を展開しています。
メーカーとの連絡・保守点検さらに設備更新を身近に経験目
撃することも貴重な経験の場です。

＜森委員＞
大規模な火災や地震災害・さらには津波の脅威がある立地
ですすから、しっかりした危機管理マニュアルが整備されて
います。
そのマニュアルで火災訓練や」避難訓練が実行されていま
す。
一部の管理職だけが知っている時間帯で、突然の避難訓練
も学生・及び教職員の命と設備・機器を守る避難・誘導がで
きるかの？実証実験も必要かもしれません。

3

3

＜森委員＞
財務状況は学校法人滋慶学園グループが全体を包括しな
がら、中期事業計画と運営改革を立案・実行しています。理
事官・評議会などの会議・公認会計士による厳格な監査で財
務状況は極めて盤石です。
そのため修学支援の教育活動も充分に行うことや、研究改
革も実施できています。

＜河野委員＞
Perfect

3

＜森委員＞
学校運営は事業計画と教育計画を踏まえ、キャリアに応じた
研修を滋慶学園グループとして実施しています。
2校とも効率的な学びの場・効率的な学びの支援を打ち出し
ていることは評価できる試みです。

3



　小項目6-3　学校評価の実質と改善活動

6-3-1　学校関係者評価委員
会、教育課程編成委員会等外部
からの意見を反映するなど、関
連企業等団体、地域社会等から
の意見を当該専修学校の運営
やその改善・向上において活用
していること。
特に職業実践専門課程において
は、教育課程編成委員会を年2
回以上開催していること。【職業
実践専門課程】

2

教育課程編成員会は毎年、年2回、5月・10月に開催している
各委員会における委員の選定は要件に適合した委員を招聘している
委員会を定期的に開催することにより、客観的に学校運営に対する評価を
可視化することができているので、課題点の洗い出しや、その改善点の方策
策定を素早く行うことができている
教育課程の見直しを行う場合に、行政の承認によるタイムラグが生じること
があり、実教育に反映させるのに時間がかかることがある

学校関係者評価委員会の実施は高等教育機関の修学支援新制度の認定要件
となっている
また、教育課程編成員会の実施は職業実践専門課程の認定要件となるため、両
委員会とも毎年、実施必須となっている
委員会実施後の委員からの意見聴取による改善については、「課題」となるもの
は早急に対策している
長所の伸長については積極的に取り入れていくが、現行方法を著しく変更しなけ
ればならないものについては、改変に時間がかかっている

6‐3‐2
学校評価を実施し結果及び改善
状況についての情報を公表して
いること。

2

各委員から招集した評価結果を報告書として取りまとめている
また、評価結果については、学校ホームページ上にて公表している

公表は評価結果にとどまっており、改善の状況までは及んでいない

6‐3‐3
学校評価の結果に基づく改善へ
の取組を組織的かつ継続的に
行っていること。

3

必要に応じて、改善方策に対して対応できる組織体制は整備しており、教
育・就職・広報・校務の各担当部署が常に連携できるようにしている

委員会終了後に運営会議にて改善点の対応を検討し、改善方策を策定し実行し
ている

　小項目6-4 社会からの理解と情報の公表

6-4-1
当該専修学校の教育活動、学修
成果、学校運営等の状況に関す
る情報を積極的に公表している
こと。

3

自己点検・評価結果をはじめ、公表が求められている教育情報について適
切に公表し、説明責任を果たしている

学校教育の日常がわかるようにホームページ上で定期的に授業・行事のトピック
を上げている

6-4-2
教育目的・目標の達成状況や活
動状況について関連する教育機
関、産業界等をはじめ、社会全
体からの理解を得るよう取組ん
でいること

2

学校関係者評価委員会を定期的に開催し、教育機関、産業界、自治体等か
らの意見を積極的に聴取し、活用している

自治体イベントの参加を通して意見を聴取している

3

＜森委員＞
歯科衛生士や歯科技工士はまだまだ人材不足が叫ばれて
います。
それに伴い歯科衛生士・歯科技工士の役割と期待が高く
なっています。その中で学校の様子や校内外の評価を公開
すれば、さらに期待感と安心感が高まります。さらにホーム
ページで多くの情報の発信を期待しています。
全ての小中学校・そして高校では新学期に歯科検診が義務
付けされています。在職していた高校では歯科検診で受付・
検診の助手として必要な書類の記入の補助をしています。そ
の経験をした多くの生徒が進路選択の一つに（歯科衛生・歯
科技工）を選択する傾向が多く見られます。歯科医師と学校
の協力を得て、新たな実習として検討して下さればありがた
いです。

3

＜森委員＞
学校評価は学校関係者評価委員会及び教育課程編成委員
を定期的に開催して外部の意見を取りまとめています。また
関連企業団体など産学連携に協力する団体や地域社会か
らの意見・要望を改善計画の中に取り込んで、課題の解決
に取り組む体制は評価できます。

＜河野委員＞
No problem


